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(1) 動機：近年，コンピューターの小型・軽量化によっ

て，人間社会による環境負荷の調査や希少種生物

の生態を解明する“Bio-Logging Science”が急速に

展開されている．この研究領域では，ウェアラブル

やユビキタス技術によって観測個体の生態情報

（位置情報, 餌動物情報，気象情報）などが収集さ

れる．たとえば，絶滅危惧種の位置や餌動物を長

期的に観察することで，その生態範囲を解明する．

こうした結果からその個体数推定や，道路開発・都

市計画の見直しなどが実施される．このようなアプリ

ケーションには，観測対象個体の生息環境・身体

状況に合わせて適切なシステムを設計する必要が

ある． 
(2) アプローチ：都市部に近い環境（人間社会に近い

環境）での調査においては，人工衛星や航空機な

どの光学的なセンシングシステムがある．また，携

帯電話等の情報システムの利用によるユビキタス

センサ群により効率よい観察が実現できると考えら

れる．しかしながら，野生動物の生息環境では，極

めて限られた電源・情報インフラ網しか利用できな

い．そこで本研究は野生動物の行動習性（餌探行

動）に着目した．こうした知見と装着型センサノード

を組み合わせたネコジャラシ指向なインタラクティ

ブ刺激提示の回収方法により問題の解決ができる

と考えた． 
(3) 意義：単なるセンサの小型化や高度化ではなく，野

生動物の本来を生態をも利用し，生態系と情報空

間と分かちがたく一体化することで，全体として高度

なセンシング機構の実現することに意義がある． 
(4) 特徴： 

・ 電源・情報インフラが存在しない“僻地環境”の空

間情報を記録するための，実際に生息する野生

動物を用いた空間情報センシングデバイスの回

収機構 
・ ネコジャラシ指向な仮想餌動物のインタラクティブ

情報刺激を用いた野生動物のおびきよせ理論 
・ 組み込みシステムを用いた，野生動物の位置情

報にあわせたインタラクティブ刺激の提示 
・ 絶滅危惧種イリオモテヤマネコを用いた，実生息

地フィールドでの有効性実証 
(5) 今後の展開：有害獣（アライグマ等）の行動習性を

利用したセンシング範囲の拡大と高線量被曝地帯

での活用を計画している．具体的には，“野生動物

自身がセンサノードを持ち歩き，単独行動時にセン

シングして，集団行動時に情報共有する方法”や

“ねぐらで記録情報のアップロード&ワイヤレス給電

サービスする方法”等である．これにより，調査時の

安全性向上に貢献できる．

 

図 1： ネコ（左：飼いネコ、右：イリオモテヤマネコ）への刺激提示によるおびきよせ成功時の表情と、刺激

に対する表情の変化の図（中）  
 


